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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の景気回復政策への期待から、円

高の是正や株式市場の復調など、緩やかな景気回復への動きが見られました。しかし、欧州債

務危機を背景とした新興国経済の減速による影響が懸念され、先行きが不透明な状況が続いて

おります。 

物流業界におきましては、荷主間にばらつきがあるものの、国内消費の需要減による国内貨

物輸送量減少に加え、輸出貨物取扱量の回復も進まず、依然として厳しい状況が続いておりま

す。 

こうした環境のなか、当社グループにおきましては、引き続き営業力強化による売上拡大と

業務効率化に努めてまいりました。その結果、貨物自動車運送事業の化学品輸送における輸送

量の減少もありましたが、石油・ドラム缶等販売事業が順調に推移し、売上高は 2,160 百万円

と前年同四半期と比べ 15 百万円（0.7％）の増収となりました。 

次に損益面につきましては、貨物自動車運送事業及び倉庫事業による減益もありましたが、

石油・ドラム缶等販売事業及びタンク洗滌・修理事業における増収等により、営業利益は 4 百

万円と前年同四半期と比べ 2 百万円（71.7％）の増益となりました。なお、前連結会計年度に、

震災で被災した機械装置等の買換えによる補助金収入等が発生したこともあり、経常利益は 15

百万円と前年同四半期と比べ 25 百万円（△62.6％）の減益となり、四半期純利益は 5 百万円

と前年同四半期と比べ 8 百万円（△61.5％）の減益となりました。 

 

   なお、セグメントの業績は次のとおりであります。 

（イ）石油・ドラム缶等販売事業 

      石油販売においては、販売数量及び販売平均単価の増加等により増収となり、また、

ドラム缶等販売においては、再生缶の販売数量増加により増収増益となりました。結果

として、売上高は 913 百万円と前年同四半期と比べ 50 百万円（5.8％）の増収となり、

セグメント利益（営業利益）は 15 百万円と前年同四半期と比べ 3 百万円（26.5％）の

増益となりました。 

（ロ）貨物自動車運送事業 

      石油輸送は輸送数量増加により増収となりました。また、化学品輸送は主要取引先の

輸送数量減少により減収となりました。結果として、売上高は 807 百万円と前年同四半

期と比べ 22 百万円（△2.6％）の減収となり、セグメント利益（営業利益）は 42 百万

円と前年同四半期と比べ 11 百万円（△20.3％）の減益となりました。 

（ハ）港湾運送及び通関事業 

      国内需要低迷による輸入取扱量の減少はあったものの、徹底したコスト削減に努め、

結果として、売上高は 130 百万円と前年同四半期と比べ 17 百万円（△11.3％）の減収

となり、セグメント利益（営業利益）は 11 百万円と前年同四半期と比べ 9 百万円（559.2％）

の増益となりました。 

（ニ）倉庫事業 

      主要取引先の在庫量が増加したことによる増収もありましたが、設備投資による原価

の増加等により、結果として、売上高は 128 百万円と前年同四半期と比べ 3 百万円（2.1％）

の増収となり、セグメント利益（営業利益）は 12 百万円と前年同四半期と比べ 11 百万

円（△47.6％）の減益となりました。 
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（ホ）タンク洗滌・修理事業 

      受注した工事も順調に完成し、さらに人件費を中心とした経費削減効果により、結果

として、売上高は 183 百万円と前年同四半期と比べ 1 百万円（0.4％）の増収となり、

セグメント利益（営業利益）は 2 百万円と前年同四半期と比べ 10 百万円の増益となり

ました。 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、平成 25 年 5 月 14 日発表「平成 25 年 3 月期決算短信」記載

の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

特有の会計処理 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実行税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。 

     ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果にな

る場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

 

京極運輸商事㈱ (9073) 平成26年3月期 第１四半期決算短信

3



京極運輸商事㈱ (9073) 平成26年3月期 第１四半期決算短信

4



京極運輸商事㈱ (9073) 平成26年3月期 第１四半期決算短信

5



京極運輸商事㈱ (9073) 平成26年3月期 第１四半期決算短信

6



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 25 年 4 月 1 日  至 平成 25 年 6 月 30 日） 

該当事項はありません。 
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